
津
別
町
青
少
年
海
外
研
修
派
遣
事
業
で
、
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
滞
在
し
て
い
た
津
別
高
校
の
生

徒
（
い
ず
れ
も
１
年
生
）
が
、
研
修
を
終
え
て
帰

町
。
11
月
５
日
に
町
長
室
を
訪
れ
、
報
告
を
行
い

ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、「
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
親
切

で
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
楽
し
か
っ
た
」（
伊
東
留

依
く
ん
）、「
な
か
な
か
言
葉
が
通
じ
な
か
っ
た
け

ど
、
学
校
で
友
だ
ち
が
で
き
た
」（
河
野
百
音
さ

ん
）、「
実
践
的
な
英
語
が
学
べ
て
、
積
極
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と

れ
た
」
（
山

本

凪

紗

さ

ん
）
な
ど
と

そ
れ
ぞ
れ
感

想
を
話
し
、

12
日
間
の
研

修
で
異
文
化

や
生
活
に
触

れ
た
こ
と
に

よ
る
成
長
を

感
じ
さ
せ
ま

し
た
。

海
外
の
文
化
や
学
校
生
活
を
体
験

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
研
修
報
告

10
月
24
日
、
津
別
小
学
校
の
５
年
生
ク
ラ
ス
で

「
サ
ケ
出
前
授
業
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
で
獲
れ
た
サ
ケ
を
通
じ
て
、
流

域
の
つ
な
が
り
や
河
川
環
境
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ

と
を
目
的
に
、
網
走
川
流
域
農
業
・
漁
業
連
携
推

進
協
議
会
の
協
力
に
よ
り
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

授
業
で
は
、
網
走
漁
協
青
年
部
の
方
が
、
早
朝

か
ら
行
わ
れ
る
サ
ケ
漁
の
様
子
を
ビ
デ
オ
で
分
か

り
や
す
く
説
明
。
続
い
て
、
水
揚
げ
さ
れ
た
ば
か

り
の
秋
サ
ケ
を
使
っ
て
、
三
枚
お
ろ
し
や
イ
ク
ラ

作
り
を
体
験

し
ま
し
た
。

子
ど
も
た

ち
は
、
実
際

に
触
れ
る
こ

と
で
、
地
域

の
重
要
な
海

産
資
源
で
あ

る
サ
ケ
の
生

態
な
ど
に
つ

い
て
よ
り
深

く
学
習
し
て

い
ま
し
た
。

網
走
川
流
域
の
つ
な
が
り
を
学
ぶ

津
別
小
学
校
で
サ
ケ
出
前
授
業

11
月
２
日
か
ら
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
第

32
回
町
民
文
化
祭
（
主
催
・
津
別
町
文
化
協
会)

の

一
環
と
し
て
、
11
月
17
日
に
舞
台
発
表
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
津
別
中
学
校
吹
奏
楽
部
が

元
気
い
っ
ぱ
い
の
演
奏
で
観
客
を
魅
了
。
続
い
て

各
参
加
団
体
が
舞
踊
や
詩
吟
、
歌
謡
曲
、
大
正
琴
、

三
味
線
、
合
唱
、
太
鼓
、
社
交
ダ
ン
ス
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
演
目
で
、
日
ご
ろ
の
活
動
の
成
果
を
披
露

し
ま
し
た
。

舞
台
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
熱
演
の
数
々
に
、

会
場
を
埋
め
尽
く
し
た
観
客
か
ら
は
盛
ん
な
拍
手

と
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

10
月
27
日
、
中
央
公
民
館
で
リ
コ
ー

ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
（
主
催

・
津
別
町
民
芸
術
劇
場
、
津
別
町
教
育

委
員
会
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
６
回
目

を
迎
え
た
「
つ
べ
つ
リ
コ
ー
ダ
ー
セ
ミ

ナ
ー
」
の
参
加
者
67
名
が
、
そ
の
成
果

を
披
露
す
る
舞
台
で
す
。

初
級
ク
ラ
ス
の
演
奏
で
幕
を
開
け
た

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
上
級
ク
ラ
ス
、
全
体

合
奏
へ
と
進
み
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
現

代
曲
ま
で
多
彩
な
選
曲
で
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

最
後
に
金
子
健
治
氏
ら
４
人
の
講
師

に
よ
る
演
奏
も
行
わ
れ
、
聴
衆
は
深
み

の
あ
る
音
色
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

爽
や
か
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
堪
能

第
６
回
リ
コ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

歌
唱
や
舞
踊
な
ど
を
熱
演

第
32
回
町
民
文
化
祭
〜
舞
台
発
表
〜

10
月
31
日
、
中
央
公
民
館
で
津
別
町

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
演
芸
交
流
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
の
冒
頭
で
、
永
く
老
人
ク
ラ
ブ
の

活
動
に
尽
力
さ
れ
た
方
へ
の
功
労
者
表

彰
な
ど
が
あ
り
、
続
い
て
美
幌
消
費
者

協
会
会
長
・
白
石
さ
よ
さ
ん
が
、「
ト
ラ

ブ
ル
に
遭
っ
て
い
る
高
齢
者
、
虎
の
子

が
狙
わ
れ
て
い
る
！
」
と
題
す
る
講
演

を
行
い
、
詐
欺
被
害
の
防
止
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

延
べ
40
名
が
出
演
し
た
舞
台
発
表
で

は
、
舞
踊
や
カ
ラ
オ
ケ
歌
唱
、
寸
劇
な

ど
の
ス
テ
ー
ジ
を
披
露
。
観
客
か
ら
は
、

惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

練
習
の
成
果
を
披
露

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
演
芸
交
流
会

11
月
３
日
、
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
平
成
25

年
度
津
別
町
功
労
者
・
善
行
者
並
び
に
町
長
顕
彰

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
功
労
者
（
産
業
開
発
、
社
会
福
祉
、

消
防
）
・
善
行
者
表
彰
を
５
氏
１
法
人
、
町
長
顕

彰
を
３
氏
が
受
賞
。
佐
藤
多
一
町
長
か
ら
一
人
ひ

と
り
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
、
町
の
発
展

や
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
方
々
の
功
績
を

称
え
ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
相
澤
誠
さ
ん
が
「
こ
の
度

の
受
賞
は
、
身
に
余
る
光
栄
で
す
。
今
後
も
津
別

の
発
展
の
た
め
に
に
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と

謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
受
賞
者
の
詳

細
は
、
広
報
つ
べ
つ
11
月
号
で
紹
介
し
て
い
ま
す
）。

まちづくりの功績を称えて

平成25年度功労者・善行者、町長顕彰表彰式を実施

（前列左から）大江スマ子さん、木黒耕三さん、佐藤町長、児島仁さん、
小石税さん、近藤益夫さん（後列左から）相澤誠さん、高田博行さん、
山田照夫さん、丸玉産業株式会社・松岡道雄工場長


